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Ⅰ.はじめに
現在、日本には多種雑多の宗教が存在する。それら宗教の多くは、歴史的に人々の生活に密接に関わって

きた。本研究では、宗教の拠点とも言うべき現在の寺院立地がもつ都市史とのマクロ的関係を明らかにする

ため、歴史街道や信者層等宗教の特性を大阪平野(淀川以南･府道 38 号線以北)における寺院立地と空間的に
重ねてみることにより、その特性を把握した。作業内容は、次の３項目である。

①歴史街道付近（300ｍ以内）の寺院とそれ以外の寺院の立地数を調べ、街道と寺院の関係性をみた。②
仏教各宗の特徴を成立の展開と信者層などの特性を整理した。③平安・鎌倉仏教の寺院立地分布を宗派別（真

言宗、融通念仏宗、浄土宗、浄土真宗、日蓮宗）に地図に表した。

Ⅱ.寺院の立地と歴史街道
寺院立地数（今回確認できたのは 1229 件）としては、浄土真
宗が 765件と最も多く全体の 5割以上を占めている。次いで、浄
土宗が 192件と約 2割を占め、真言宗 116件、日蓮宗 95件、融
通念仏宗 61件となっている。歴史街道付近（300ｍ以内）に立地
している寺院数の割合をみると、全宗派合計では約 7割となって
いる中で、浄土宗と日蓮宗が約 8割、融通念仏宗が７割となって
おり、寺院の立地に歴史街道が大きく影響したことが考えられる。 図１ 寺院立地数の構成比

Ⅲ.仏教各宗派の展開と寺院立地分布 表１ 平安・鎌倉仏教の展開

１.平安･鎌倉仏教成立の展開：平安仏教･･･奈良
仏教の時代では、仏教は国家宗教的性格が強く、

国家側でも盛んに仏教の保護を行っていた。こ

ういった奈良時代の情勢から、政治から一定の

距離を置き呪術体系と加持祈祷などを重視した

貴族階級中心の平安仏教が成立した。２）３）４）

５）

鎌倉仏教･･･鎌倉時代に入ると武士・民衆が力を

持ち始め、貴族階級中心の平安仏教に対して、

教義や主張は様々だが何らかの形で武士・民衆

中心の仏教として鎌倉仏教諸宗が成立した。２）

３）４）５）

宗教の社会的浸透の過程として、先ず朝廷・貴族などの支配層中心の宗派が成立し、時代の流れとともに

武士、そして農民と徐々に庶民中心の宗派が成立した。また、それと同時に宗派ごとの勢力においても、支

配層中心の宗派から民衆中心の宗派へと移り変わっていった。（表１参照）
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２.寺院立地の特徴：真言宗･･･貴族などの支配層に信仰されており、民衆には広まっていなかったために、
寺院の立地は大坂周辺の都市部に多く分布し、その他の地域では少ないという結果になったと考えられる。

山岳部にも分布がみられるのは、真言宗が山岳信仰的な特徴を持っていたためと考えられる。

融通念仏宗･･･寺院の立地に偏りが無いのは、隆盛期に貴族的性格が薄れ幅広い層に信仰されたためと考えら

れ、平野周辺に多く分布しているのは総本山が平野にあったためと考えられる。

浄土宗･･･大坂・堺に集積がみられるのは都市部に住む武士層に深く信仰されたためと考えられる。他の地域

においても武士という特殊な層に信仰されていたため、寺院が一定の群をなして立地したものと思われる。

（図２参照）

浄土真宗･･･寺院の立地分布に偏りが少なく広域に分布しているのは、民衆や下級武士に広く信仰され、信者

等の生活の場が農村部等であったことから結果的に広域的に分布していったと考えられる。また、浄土真宗

が民衆などの層に信仰され、農村など、街道が及ばない地域にも多く寺院が建てられたことが街道との関係

が強くみられない結果になったと考えられる。（図３参照）

日蓮宗･･･大坂・堺に集積しているのは、浄土宗と同じく都市部に住む武士に深く信仰されたためと考えられ

る。また、大坂周辺にも寺院が多く分布しているのは、日蓮宗が都市部近郊に住む商工民をはじめとする町

衆にも深く信仰されていたためと考えられる。

図２ 浄土宗寺院の立地分布 図３ 浄土真宗寺院の立地分布

Ⅳ.まとめ
本研究では、次の二つの点を明らかにした。

① 寺院の立地は歴史街道の付近に多く、歴史街道が大きく影響していた。

② 寺院の立地は宗派ごとにそれぞれ異なった分布形態をしており、その差は信仰形態や信者層の違い及び

その居住地が大きく影響したものと考えられる。

仏教寺院の立地は、空間的には歴史街道に、社会的には信者層とその生活の場に大きく影響を受けて分布

したものと考えられる。
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